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以降の高度成長期には「よりよい未来の労
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70 河田、同上書、177頁。
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初から、国家からの『教育』への関心との
関わりが避けがたく生じて、『教育学』の
学問としての自立の必要が十分に自覚され
えなかったという歴史的経緯」を示した上
で、「教育」と「教育学」にはまず、「それ
が人間の本性にもとづく人間のための働き
という自律の自覚と、たまたま国家の要請
に応ずる国家のための考慮ということの自
覚と、この二つの自覚の重みは、『教育』
と『教育学』にとっては、決して転倒され
てはならない」としている（村井実『新・
教育学の展望』東洋館出版社、2010年、42－
43頁）。
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編著『ヒトの心はどこから生まれるのか
生物学からみる心の進化』ウェッジ選
書、2008年）22頁。
74 ただし、科学的な成果を取り入れ「科学的
な成果を一般に普及させる」際には、さま
ざまな点にも留意しなければならないだろ
う。佐倉統は、科学的な知識や科学的な活
動を「社会の中でどうハンドリングするか」、
あるいは「科学的研究に基づく情報が社会
の中でどう流布していくのかという“知識
の流通経路”のあり方」についても留意し
なければならないとし、これを「知識の
“製造物責任”」とよんでいる（佐倉統
「人間生物学と科学者の“製造物責任”」
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239－241頁）。
75 教育学の領域で、ダーウィンの進化論の視
点を取り入れた研究として、村井実『教育
からの見直し 政治・経済・法制・進化
論』（東洋館出版社、1992年）、宮澤康人
「ホモ・エドゥカンスの教育的無意識と
〈自己〉の大きな物語」（藤田英典他編
『教育学年報10教育学の最前線』世織書房、
2004年、87－116頁）、小林辰至・山田卓三
「進化生物学的教育論 分子生物学から
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生体学までをモデルとして」（『宮崎大学教
育学部紀要 教育科学』第81号、83－90頁）、
紺野祐「進化と人間形成 《人間の本
性》としての学びと社会化」（『プロテウス』
第８号、仙台ゲーテ自然学研究会、2005年、
１－28頁）、紺野祐「「学び」と「教え」の
人間学 《人間の本性》の視点から」
（『プロテウス』第９号、2006年、151－172
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―15―
